
一般国道１８６号 御園バイパス 道路改良事業の完了について

■事業目的・概要
一般国道186号は、山陽・西中国山地・山陰

を結ぶ広域幹線道路であり、沿線地域の観光
周遊を促すだけでなく、第一次緊急輸送道路
に指定されるなど、災害に強い道路ネット
ワーク構築にも資する重要な路線です。

しかし、当該事業区間においては、線形不
良・幅員狭小な箇所があり、大型車等の円滑
な通行が困難な状況にありました。

本事業により、現道拡幅・バイパス整備を
実施することで、課題を解消し、安全で円滑
な交通を確保しました。

■改良前の状況

■整備内容
〇事業箇所：広島県大竹市安条～大竹市油見
〇事業延長：4.0km
〇事業期間：昭和63年度～令和５年度
〇事業内容：バイパス整備及び現道拡幅
〇道路規格：３種２級
〇設計速度：50km/h
〇幅 員：10.25m(２車線)

車両のすれ違いが困難

・幅員狭小区間があり、円滑な交通が困難
・歩道が未整備であり、歩行者の安全に課題

バス停車場が未整備

■位置図

区間① 安条工区
(H15.6供用)

区間② 穂仁原工区(R5.10完成) 至 下関市
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区間④ 油見工区
(H11.10供用)

大竹港

区間③ 防鹿工区
(H29.9供用)
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～令和５年１０月 穂仁原工区の完成により、一般国道１８６号御園バイパス道路改良事業が完了しました～

大竹駅

大竹IC

↑ 至大竹市

■事業効果
○本整備により、交通の円滑化、安全安心の確保、

移動時間短縮が図られ、観光面や災害時等にお
ける様々な事業効果が期待される

〇第一次緊急輸送道路の機能強化が図られ、発災直
後の速やかな応急活動に寄与

〇広域的な観光周遊を促し、沿線地域全体の活性化
や賑わいづくりの形成に寄与

18分短縮

幅員狭小・歩道未整備

弥栄大橋

安条トンネル

油見トンネル

防鹿トンネル

改良前

↓至江津市

↑至大竹市

↑至大竹市

↓至江津市

改良後

・２車線整備により円滑な交通を確保
・歩道整備により歩行者の安全を確保

凡例
主な防災拠点

主な観光施設

道の駅 スパ羅漢

至 江津市

下瀬美術館

周辺の主な観光施設

周辺の主な防災拠点

道 路 改 良 事 業 を 実 施 し
幅 員 狭 小 区 間 及 び 歩 道未 整 備 区間 を

解 消

歩行者の安全・安心の
確保

大 竹 市 中 心 部 と 廿 日 市 市 北 部 の
ア ク セ ス 性 強 化

お お た け し あ ん じ ょ う お お た け し ゆ う み

歩道が未整備

旧小学校

・大竹市が「穂仁原水辺の広場」を整備

⇒伝統文化の保存継承の場として活用し、
地域活性化に期待

災害時の道路機能強化に寄与

観光周遊の円滑化に寄与

地域唯一の道の駅

半年で来訪者数５万人を突破


